
例）A 職員：S21.4.2 生まれ 
B 職員：S22.3.31 生まれ 

の定年退職日は 
★改正前 A、Bとも H19.3.31 
★改正後 A⇒ H18.9.30 
        B⇒ 改正前と同じ 
★誕生日退職の場合 
     A⇒ H18.4.2 
        B⇒ 改正前と同じ 

（＊）内閣の所管の下に置かれ、国家公務員の人事管理を所掌

する人事院は、国家公務員と民間の給与を調査し、官民の給与

格差を解消することを基本に国会及び内閣に対して毎年勧告を

行っている。これに基づき、公務員給与は毎年改定されている。 

 12 月 5 日から 15 日まで定例議会が開催されました。審議された案件の中から 2 件につ

いてご報告致します。 

１． 定年退職制度、改善！ ⇒ 削減効果額 平成 18 年度約 2.2 億円 
人件費抑制のため、定年退職日を下記のとおり変更するための議案が議会に提出され、

賛成多数で可決されました。尚、賛成討論（＊）を行いましたので概要をお知らせ致します。 

（＊）討論： 自らの主張に対する賛同者を増やすため議題に対して賛成または反対の意見を述べること。 

 

【討論概要】 これまでにも多くの議員から、誕生日退職あ

るいは誕生月退職に改めるよう指摘がありました。役所

の試算によりますと今回の改正からさらに誕生月退職に

移行した場合、5 年間でさらに約６億円もの経費削減効果

があります。 

多くの民間企業が誕生日退職としている状況を考慮す

ると、本議案は不十分と言わざるを得ませんが、現行制

度より一歩前進したことを評価するとともに、今後、早期

に誕生日退職に移行されることを要望し、本議案に賛成

することを表明します。 

 

２． 議員のボーナス   
  8 月の人事院勧告（＊右上）に

従って、国家公務員の給与改定が行われました。これを受けて、枚方市職員、市議会議員、

市長等特別職の給与などを改定するための下記議案がそれぞれ議会に提出され、すべて

賛成多数で可決されました。尚、討論を行いましたので次ページのとおりご報告致します。 
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改正前： 60 歳に達する日以降における最初の 3 月末日 

改正後： 60 歳に達する日以降における最初の 9 月末日または翌年 3 月末日 

議案第 66 号（市職員の給与改定）： 改定額 1 億 600 万円減 
＜内容＞ ・期末・勤勉手当の支給率を 4.4 月から 4.45 月に引き上げ 

          ・扶養手当を 13,500 円から 13,000 円に引き下げ 
          ・人事院勧告とは別に市独自の給与削減      など 
議案第 67 号（市議会議員の期末手当支給率の改定）： 改定額 150 万円増 
   ＜内容＞ ・期末手当の支給率を 4.4 月から 4.45 月に引き上げ 
議案第 68 号（市長等特別職の期末手当支給率の改定）： 改定額  50 万円増 
   ＜内容＞ ・期末手当の支給率を 4.4 月から 4.45 月に引き上げ 

ちなみに今回の

改定で私の年収

は約 4 万円増 

全議員 36 人の

年額アップ分 



 

★枚方市の平成 16 年度決算状況 
一般会計は 4億円の黒字となって

いるが、この黒字は財源不足を補

うための赤字地方債 46 億円に支

えられている。また、一般会計、

7 特別会計、2 企業会計を合わせ

た全会計の累積赤字の合計は 38
億円となっている。 

【討論概要】 人事院勧告は、国家公務員の給与等についての勧告であり、地方公務員に

ついてのものではありませんが、本市では、一般職の職員の給与改定、市議会議員及び

市長等の期末手当の支給率の改定については、人事院勧告を基準として民間の水準に合

わせてきました。 

 

一方、民間企業では給与の改定はどのように行われているのでしょうか。 

厚生労働省は、「平成 16 年賃金引上げ等の実態に関す

る調査結果の概要」として、1,652 社の民間企業において、

賃金の改定の決定に当たり最も重視した要素について

の調査結果を公表しています（右表）。民間では、給与を

引き上げるかどうかは自社の業績を考慮して決定するの

が一般的であることがわかります。 

 

このような民間の実態を考慮すると、公務員給与の改定の在り方については、これまで

のように民間の給与水準に合わせる方式から、民間の業績重視の考え方を参考にするべ

きではないかと考えております。特に右肩下がりの時代に、これまでの右肩上がりの時代

の手法を継続することは財政上非常に危険であると思われます。即ち、本市の職員、市長

等及び市議会議員の給与または報酬の改定については、本市の財政状況を考慮して決定

すべきであると考えます。 

 

本市の財政状況（右記）を考慮すると、職員、市長等、

市議会議員の給与または報酬を増額する方向で改定す

るべきではないと考えます。従いまして、議案第 66 号に

ついては、一般職員の期末・勤勉手当は増額となるもの

の年収ベースでは減額になることを考慮して賛成、議案

第 67 号と 68 号については、市議会議員、市長等の年収

を増額することになるため反対を表明します。 

 

 

 

厚生労働省「平成 16 年賃金 
引上げ等の実態に関する調査」 
1 位「企業業績」    78.1% 
2 位「世間相場」    7.3% 
3 位「雇用の維持」   5.0% 
4 位「労使関係の安定」 2.9% 
5 位「労働力の確保」  2.7% 
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 (枚方市議会議員) 37 歳  香里団地 D地区在住  

＜所属政党＞ なし ＜経歴＞ うみのほし幼稚園→ 高陵小→ 枚方一中→  

寝屋川高→ 京産大→ 極東貿易（株）→ 現職  ＜趣味＞野球、柔道、旅行  

 
高橋伸介議員、池上典子議員、伏見隆の 3 人で構成しております会派「ひらかた市民会議」主催の

市政報告会を開催致します。ぜひご参加下さい。 
・日時： 平成 18 年 1 月 26 日(木) 19：00～21：00（参加費：無料）  
・場所： メセナひらかた（枚方市駅から徒歩 5 分）(部屋は未定) 

参加ご希望の方は会場の都合がございますので、お手数ですが、事前に伏見まで電話または 
メールにてご予約お願い申し上げます。 

市政報告会のお知らせ 


